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（１）令和４年度高梁市医療・介護市民公開講座  

  開催日時 令和５年２月１９日（日） １３時３０分～１５時３０分 

  開催場所 高梁総合文化会館 大ホール 

  内  容 第１部 在宅医療・介護連携の普及・啓発 

           寸劇上映「人生会議 ～自分らしく生きるために～」 

       第２部 介護施設について 

           講師：高梁市在宅医療・介護連携推進協議会 副会長 草野 貴史 氏 

       第３部 薬剤師の役割と服薬について 

           講師：岡山県薬剤師会高梁支部 甲〆 愼二 氏 

参加者  349人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部 第一部 

第一部 第一部 

第二部 第三部 
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（２）人生会議（ACP）の普及・啓発  

ACP（人生会議）の取組みを知っている（市民公開講座参加者アンケートより） 

 

 令和元年度 令和2年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

目標値（％） ― ― 60.0 60.0 60.0 

実績値（％） 50.2 28.9 44.9 37.0  

回答数 203 456 89 86  

  

・節目健診対象者（５０歳・３２０人）の健診案内に「自分らしく生きる」ための話し合いガイド・話し合  

い記入シートを同封した（令和４年５月）。 

・実務者部会でACPの実施に向けて検討。 

 ・「自分らしく生きる」ための話し合いガイド・話し合い記入シートを実務者が説明する際の取扱説明書 

（実務者版）を作成。 

 ・高梁北サロン会（令和４年９月１５日、参加者１５人）で人生会議（ACP)についての講話及び「自分ら

しく生きる」ための話し合いガイド・話し合い記入シートの実践。 

 ・高梁市医療・介護市民公開講座にて、寸劇を通じて人生会議（ACP)を啓発。 

 

（3）ケアキャビネット（やまぼうし）の活用状況 

 〇WEB会議機能の活用 

・在宅医療・介護連携推進事業、実務者部会、地域ケア個別会議（について、リモートと会場でのハイブ

リッド開催を実施し、感染症対策と業務の効率化を図った。 

・施設入所者と家族等の面会。 

・入退院時カンファレンスや介護サービス計画作成のための担当者会議。 

〇多職種連携ネットワークの強化 

・日々状態が変わりやすい看取り期の患者に対し、在宅ケアチームでのタイムリーな情報の共有 

・施設職員と嘱託医での情報（日々の様子、バイタルサイン、皮膚状態の写真、血液検査結果、本人・家

族の意向等）共有 

・退院から在宅での生活に向けて、医療機関と在宅関係者での情報共有（食事やリハビリの動画等） 

〇ケアキャビネット（やまぼうし）の運用等検討 

 ・在宅医療・介護連携推進事業、実務者部会において、ケアキャビネットの運用等について協議した。 

 ・令和４年度末をもって「晴れやかネット」の運用が終了することに伴い、ケアキャビネットの今後の進

め方等について、県内のケアキャビネットグループ事務局会議に参加し情報交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 7 － 

 

（４）実務者部会実施事業 

〇会議開催 

開催日 会議名 参加人数 内容 

R4.6.27（月） 

 

実務者部会（第１回） 14名 

内2名WEB 

〇多職種連携研修会について 

・薬剤師会との連携についての研修会開催に向

け検討 

・医療・介護の関係者に事前アンケートを実施

し、研修内容を検討 

〇ACP実施に向けての検討 

・ACP を各職種に知ってもらうための方法検

討 

・ACPツールを使用する際、実務者が説明する

ポイント検討 

R4.8.23（火） 薬剤師会との連携コ

アメンバー会議 

７名 

内１名WEB 

・多職種連携研修会の事前アンケート内容の検

討 

R4.8.29（月） ACP実施に向けての

検討コアメンバー会

議 

７名 

内3名WEB 

・ACPツールを実務者が説明するポイント（取

扱説明書）の検討 

 

R4.10.27(木) 薬剤師会との連携コ

アメンバー会議 

10名 

内２名WEB 

・研修内容 

・当日の役割等 

R5.2 ACP実施に向けての

検討コアメンバー 

1０名 ・ACPツールの取扱説明書（実務者版）の意見

集約 

R5.3.3（金） 実務者部会（第2回）   ・今年度の取組み状況について 

・来年度に向けての課題と方向性 

 

①多職種連携研修会   参加者：６８名（会場：２２名、オンライン：４６名） 

日 時：令和４年１２月２日（金） １９:００～２０:３０  

場 所：高梁市役所 ３階 大会議室１・２・３ 

内 容：多職種連携の中での薬剤師の役割 

    薬剤師の業務、残薬の対応、多剤服用、副作用、飲み合わせ、在宅医療について等 

対象者：市内医療・介護・福祉関係者 
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②ACPの具体的実施  

≪目的≫ 

   ＡＣＰツールを使って実務者が人生会議（ＡＣＰ）について患者や利用者へ説明するときに、実務者が 

共通の知識、認識を有する。 

 ≪実績≫ 

   「自分らしく生きる」ための話し合いガイド・話し合い記入シートを実務者が説明する際の取扱説明書 

（実務者版）を作成した。 

≪今後≫ 

 実務者が人生会議（ACP）に介入することで、「自分らしく生きる」ための話し合いガイド・記入シー

トを有効に活用し、本人が望む医療やケアが進められることを目指す。 

 また、研修会等を通じて、実務者の人生会議（ACP)に対する知識、認識の向上を図る。 

 

③市内の事業所紹介  

 ≪目的≫ 

市内の社会資源の情報を整理し、医療・介護関係者でその情報を共有することで、スムーズに 

連携が図れる。 

≪実績≫ 

通所介護７事業所 地域密着型通所介護６事業所、合計１３事業所の施設内の基本情報や医療依存度 

の高い利用者の受入れの有無等の情報、食事スペース、トイレ、風呂等の施設環境の写真などを市ホーム   

ページに掲載。 

≪今後≫ 

   事業情報を市ホームページに掲載することについての評価を行い、今後他のサービスにも拡充してい

くか検討する。 
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（５）高梁かんごねっと（高梁医師会）委託事業  

 

1．地域医療推進に向けた体制強化、関係機関の連携構築 

    関係機関の多種の会議の活用 

    かんごねっと新聞の発行（4月・7月・10月・1月） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．看護職の地域医療スキルアップと人材育成 

 １）研修企画会議 

開催月日 開催場所 出席者 協議内容 

5月10日（火） 

17:30～19:00 

高梁医師会 

2階会議室 

８人 ・看護職のスキルアップと人材育成について 

 各種研修会について 

・人材確保と学生へのPRについて 

・その他 

8月9日（火） 

17:30～19:00 

高梁医師会 

2階会議室 

６人 ・看護職のスキルアップ研修について 

・災害時の連携について 
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・その他 

11月8日（火） 

17:30～19:00 

高梁医師会 

２階会議室 

７人 ・看護職のスキルアップ研修について 

・コロナ禍の現場での対応について情報交換 

・新入職者について 

・その他（リーフレットについて） 

2月14日（火） 

17:30～19:00 

高梁医師会 

２階会議室 

７人 ・本年度の事業評価について 

・次年度の事業内容について 

・その他 

 

 ２）施設間の連絡会 

  感染対策研修会の開催 

   日 時：１２月２２日（木）１８:３０～１９:３０ 

   場 所：高梁市役所３階会議室 参集、オンライン併用 

   講 演：新型コロナウイルス感染症の高齢者施設におけるクラスター対策を考える 

       ～５類感染症への移行を見据えて～ 

   講 師：井原市立井原市民病院 感染管理認定看護師 柳本亜由美氏 

   参加者：７９名（うち参集８名） 

       （アンケート回収４０枚） 

 

３）リーダー育成研修 

  講師：吉備国際大学保健福祉学部 看護学科長 竹﨑和子氏 

開催月日 開催場所 出席者 研修内容 

５月３１日（火） 

１７:３０～１９:００ 

高梁市役所 

３階会議室 

１４人 リーダーの役割について 

・マネジメントとは 

・リーダーに求められるもの 

６月１７日（金） 

１７:３０～１９:００ 

高梁市役所 

３階会議室 

１３人 目標管理について 

・フィッシュ哲学 

・目標管理 

１月３１日（火） 

１７:３０～１９:００ 

高梁市役所 

３階会議室 

１２人 実践報告 

 講評 
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４）新入職者のメンタルヘルス研修 

 講師：吉備国際大学保健福祉学部 看護学科長 竹﨑和子氏 

開催月日 開催場所 出席者 講演内容 

６月１４日（火） 

１５:３０～１７:００ 

高梁市図書館 

４階多目的室 

１２人 新入職者の職場定着を促進 

看護実践力の発揮 

９月１５日（木） 

１５:３０～１７:００ 

高梁市図書館 

４階多目的室 

１０人 コミュニケーション技法 

１.自己啓発の方法を知る 

２.自分を磨くプロセスを知る 

１２月２１日（水） 

１５:３０～１７:００ 

高梁市図書館 

４階多目的室 

８人 信念対立解明アプローチ 

１.意見の対立とは 

２.意見の対立時に使用するコミュニケーション 

３.信念対立解明アプローチの基本方法 

３月２日（木） 

１５:３０～１７:００ 

高梁市図書館 

４階多目的室 

 頑張った一年を振り返って 

 

５）スキルアップ研修 

①フィジカルアセスメント 

講師：岡山医療センター リソースナース室 中山 千代美氏 

   （急性・重症看護専門看護、集中ケア認定看護師資格取得） 

開催月日 開催場所 出席者 講演内容 

７月３０日（土） 

１３:３０～１５:３０ 

吉備国際大学 

スキルラボ 

２２名 フィジカルアセスメント（基礎編） 

８月２０日（土） 

１３:３０～１５:３０ 

吉備国際大学 

スキルラボ 

（オンライン併用） 

５名 
（１５名） 

フィジカルアセスメント（呼吸編） 

１０月１日（土） 

１３:３０～１５:３０ 

吉備国際大学 

スキルラボ 

１８名 フィジカルアセスメント（循環器編） 

 アンケート回収１８枚 

 

 

②緩和ケア 

 日時：令和５年２月２１日（火）１７:３０～１８:３０ 

 方法：オンライン研修    

 講演：「看取りについて」 

 講師：吉備国際大学保健福祉学部 看護学科 

    がん化学療法認定看護師 門倉 康恵 氏 

参加者：３６名 

 

 

③皮膚・排泄ケア 

 日時：令和４年９月２２日（木）１８:３０～２０:００ 

 場所：高梁市役所 ３階会議室 

 講演：褥瘡、IAD（失禁関連皮膚炎）等についての事例検討 

 講師：高梁市国民健康保険成羽病院  

    皮膚・排泄ケア認定看護師 丸橋 理絵 氏 

 参加者：２５名（アンケート回収２５枚） 
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④認知症研修（多職種） 

日時：令和４年１０月１８日（火）１８:００～１９:００ 

場所：高梁市成羽複合施設 たいこまるプラザ（伊藤ホール） 

講演：「認知症治療病棟における認知症ケアについて～精神保健福祉士と作業療法士の視点から～」 

講師：たいようの丘ホスピタル 

   精神保健福祉士 青木 菜奈 氏 

   作業療法士   岡  奈緒美氏 

参加者：７９名（アンケート回収７４枚） 

 

⑤口腔ケア研修（多職種） 

 日時：令和４年７月２７日（水）１８:３０～２０:００ 

 場所：高梁文化会館レクチャールーム 

 講演：口腔ケアの実践 

 講師：樋口歯科医院 樋口 亜由子 先生 

 参加者：４１名（アンケート回収３６枚） 

 

 

 

 

３．訪問看護ステーションの連携構築 

 １）訪問看護ステーション情報交換会 

 開催月日 開催場所 出席者 講演内容 

６月８日（水） 

１７:３０～ 

高梁医師会 

２階会議室 

６名 ・本年度の計画 

・情報交換 

・その他（BCPについて） 

７月９日（土） 

１８:００～２０:００ 

高梁医師会 

２階会議室 

６名 （オンデマンド研修） 

・訪問看護事業所におけるBCPの特徴と課題 

・リソース中心のBCPの考え方 

・BCP作成の方法と実際 

９月８日（木） 

１８:００～ 

高梁医師会 

２階会議室 

６名 ・情報交換 

・BCP作成 

・その他（健康福祉のつどいについて） 

１２月８日（木） 

１８:００～ 

高梁医師会 

２階会議室 

７名 ・情報交換 

・BCP作成 

・その他（高度医療患者の受け入れについて） 

３月９日（木） 

１８:００～ 

高梁医師会 

２階会議室 

 ・今年度の事業報告 

・次年度について 

・BCP作成の進捗状況 

・その他 

・コロナ禍もあり、ターミナルの利用者が増加しており手厚い訪問が必要となるため、受け入れ人数が

制限されている。 

・いつコロナ対応が必要となるかわからない中で、防護服の確保、体調の自己管理や利用者の状況把握

が重要となる。 

・BCP作成においては、業務が優先のため作成が進みにくい状況 ⇒ サンプルを作成 
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※２月より高梁中央病院が高梁中央訪問看護ステーションへ移行 

※次年度より大杉病院が「大杉病院訪問看護ステーション」を立ち上げるので６事業所となる。 

 

 

 

 ２）高梁市健康福祉のつどいへ参加 

 テーマ：「心のつながりを大切に、支えあい助け合う、健康都市たかはし」 

 日時：１１月１２日（土）９時～ 

 場所：高梁総合文化会館 

 内容：パネル展示出参加（各事業所のスタッフ写真を掲示） 

 ※マスク、ウエットティッシュなどのグッズを配布するために高梁市内の訪問看護師メンバーの写真

を掲示し、訪問看護事業所を紹介した。 
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4．人材確保のための学生へのPR 

 1）看護学校訪問 

月日 訪問先 対応者 訪問者 

令和4年 

4月20日（水） 

順正高等看護福祉専門学校 中角校長 

藤井事務長 

清水副校長 

根本指導主任 

大杉病院 

熊本総看護師長 

高梁中央病院 

宮本看護部長 

地域医療連携課  

清水 

かんごねっと 細川 

吉備国際大学 竹﨑学科長 

掛谷教授 

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄ参事下﨑氏 

建部医療福祉専門学校 湯浅専任教員 

真庭高等学校 藤井教頭 

新見公立大学 赤田講師 

学生課小林氏 

令和4年 

4月21日（木） 

岡山県立大学 佐藤准教授 

井上助教 

たいようの丘ホスピ

タル  

田中看護部長 

大杉病院 

 三村総務課長 

地域医療連携課  

仲山 

かんごねっと 細川 

倉敷看護専門学校 牧野教務科長 

倉敷翠松高等学校 看護科岡本氏 

玉野総合医療専門学校 三浦学科長 

川崎医療短期大学 水畑准教授 

旭川荘厚生専門学校 梶尾副学院長 

山下課長代理 

 

 ・県北の学校では定員割れがあるが、公立は授業料が安いこともあり受験生が多い。 

 ・コロナ禍となり、県外より地元志向がある。 

 ・就職先は多くが自分で決めている。決められない学生は実習先などを選択する。 

・高梁からの学生も1～2名程度在学している。高梁市内の病院へ就職を決めて奨学金を受けている。 

 ・医療従事者が安心して働ける環境づくりが必要 

 ・インターンシップで受け入れる体制を検討してはどうか。 

 ・小中学生の時から看護師を目指す人を増やすことが必要なのではないか 

 ・高梁の方から通学している学生がいることがわかり、 

高梁市内の病院を紹介したい。（倉敷看護専門学校） 

 

 

 

 ２）高等学校訪問 

月日 訪問先 対応者 訪問者 

令和4年 

 6月1５日（水） 

総社高校 丹原教諭 吉備国際大学 

 竹﨑看護学科長 

 

地域医療連携課  

清水 

 

かんごねっと 細川 

興譲館高校 川本顧問 

井原高校 岡本教諭 

共生高校 槙野教諭 

新見高校 水島教諭 

高梁高校 能登原顧問 

高梁城南高校 小原進路指導課長 

日新高校 糸山進路指導課講師 
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３）吉備国際大学との連携 

 病院見学ツアー 5月21日（土） 参加者 吉備国際大学大学生5名 

   

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 ４）「Welcome 地元で働く方谷先生！」 

 日時：令和4年11月1日（火）14:10～15:5０ 

 場所：高梁高等学校 生物教室 

 講演分野：現在取り組んでいる課題とその解決に向けた動きについて 

 講師：高梁中央病院 三上愛美氏（新卒入職者） 

  「高梁市の高齢化の現状と課題を考える」 

 ・ワークショップでは学生自身が死を宣告された場合、何を選択するか、また高齢者の孤独死につい

て考える時間となった。 


